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被服行動の認知心理学的研究　その２

梅花短大 家 本　 修 山陽学園短大 ○　隈　元 美貴子

被　服　201

ど の よ う な 要 因 に よ っ て 規 定 さ れ 、 ま た 決 定さ れ る の か の 因 果 性 の

１ つ と 考 え る。 本 研究 で は課 題を 明 ら かに す る方 法 と し て 、 被 服 行

か にし 、 構 造 を 求 め よう と す る 認知 論的 アプ □ ― チ を 用 い る 。 こ れ

る た め に 、 ま ず 前年 大 会 で は- 学 生 の 専 攻 別で も 因 子 構 造 に 差 異 が

し た 。 本 稿 で は 、 パ ス 解 析 モ デ ルか ら 、因 果 的 定 量関 係 に つ い て 検

ワ ー クに お い て 生 活 意 識 、価 値観 、 被 服 行 動 と の 関 係 か ら 被 服 の 選

明 ら か に す るこ と を目 的 に、 方向 性 を 持 っ た モデ ル 化 を 検 討し た 。

を 対 象 に 、 質 問 紙 法 に よ る 集 合 調 査 を 実 施 し た 。 実 施 時 期 ： 平 成 ２

域･ 調 査対 象 者 数： 岡 山 市内S  短 大 の9    0  名 。 質 問 項 目 ： 生 活 意 識

に 関 する5   0 項 目 、 被 服 購 入時 で の 決 定 傾 向 ５ 種 、 衣 生 活 意 識 に 関

動 、 購買 行 動 に 関 す る3    0 項 目 で 、決 定 傾向 を 一 対 比 較 法 で 、 そ の

タ イプ の ５ 段 階 評 定 法 を 採 用し た 。

の 主 要因 子a  、 「§ 尊 心J     r 同 調 行 動 」「 自 信 」「 興 味 関 心 」 ｒ 依

。 ②　 パ ス 解 析 で は 、 母 概 念 か ら 主 要因 子 と の方 向 性 の あ る 関 係 が

ン ド ・ 衝 動 買 い 傾向 と 他 者 意 識 が 逆 相 関（r  ＝｡-2T50,P<｡01 ） 、 さ ら

向 と 相 関 くr=.4574,P<｡01　 ） が 認 め ら れ る 。 ④　 服 装 に 関 する 関 心

さ と 相 関 が 認 め ら れる 。 ⑤　 ブ ラ ンド は 余 り 好 ま ず 衣 服 を%  に し な

的 で 無 趣 味 と 見 ら れ る 。以 上 生 活 観 や 意 識 と の 関 係 か 認 め ら れ る 。

服 装 の 好 悪 と そ の 服 装 か ら 想 定 さ れ る

愛 知 淑 徳 短 大 ○土 田 正 子

姫 路 短 大　　 土 井 千 鶴 子

他 者

愛 知

鳴

の イ

学 泉

門 教

メ ジ

女 子 短 大　 倉 橋 久 子

育 大 藤w.  m 晴

： 服 装 は 容 貌 、声 、 体 型 な ど と と も に 非 言 語 俑 報 伝 達 の媒 体 とし て 、 大 き な 役 割 を

て お り 、 そ の 伝 達 内 容 の一 つ に 着 用 者 の パ ーソ ナ リ テ ィ が あ る 。 こ れ まで 服 装 を 手

し て 想 定 さ れ る 性 格 特 性 に 関 す る 調 査 を 行 っ て き た と こ ろ 、 服 装 か ら 想定 さ れ る 他

格 と 調 査 対 象 者 自 身 の 好 みの 服 装 と の 間 に 、 あ る 関 係 が 存 在 す る こ と が 読 み と れ た。

は 、 こ れ を 実 証 す る た め に 、 調､杢 対 象 者 自 身 の 好 み の 服 装 と そ の 服 装 か ら 推 測 さ れ

メ ージ を 測 定 し 、 両 者 の 関 連 性 を 検 討 し た 。

法 ： 調 査 対 象 者 の 好 み の 服 装 に つ い てti  、 学 生 が 自 分 の 外 出 着 と し て 好 む 服 装 を-   11

種 の 服 装 評 定 用 語 を 両 極 の 項 目 と し 、so  法 に よ り ７ 段 階 で 評 定 し て も ら っ た 。 服 装 か

定 さ れ る イ メ ー ジ 判 定 に つ い て は 、20 対40 項 目 の イメ ージ 評定 用 語 を 用 い て 調 査 し 、

ぞ れ に１～７の 得 点 を 与 え 、 尺 度 の 評 定 値 と し た 。 調 査 時 期 は 平 成2 年10 月 、 調 査 対 象

女 子 学 生200　 名 、 回 収 率 は100　 ％ で あ っ た 。

果:    11 対 の･各 服 装 に つ い て 、あ る 服 装（ 例 え ば 暖 色 系 の一服 装 ）。を 好 む グ ル ープ と 対 の

（ 寒 色 系 の 服 装 ）を 好 む グ ル ープ と の 間 に 、暖 色 系 ま た は 寒 色 系 の 服 装 か ら 想 定 さ れ

メ ージ に 違 い が あ る か ど う か を 分 祈 し た と こ ろ 、 服 装 と イ メ ー ジ の 組 み 合 わ せ440　 セ

117 セ ル に 有 意 差 が 認 め ら れ た, 有 意 差 の 数 が 多 く み ら れ た の は 、ブ ラ ンド に こ だ わ

い 服 装 、 原 色 の 服 装 、ひ か え め な 服 装 、 大 胆 な 服 装 で 、9 以 上 の イ メ ー ジ 項 目 に お い

有 意 差 が 認 め ら れ 、自 分 の 好 み の 服 装 と 同 様 の 服 装 を し て い る 他 者 は 、 よ り 好 意 的 な

が な さ れ る こ と が わ か っ た 。


